
大
沼
田
年
↑
ハ
月
二
申
1

一
H
第
一
一
種
車
偏
噛
認
可
{
特
月
一
同
一
回
一
世
仔
}

.- p司自 グし星.，:. ...E::ヨ11[11 目省字予電車E 日

槽

韓

穂

品

調

醐

可

鑑

車

満
洲
園
税
制
及
其
批
判
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
宰
博
士
紳
戸
正
雄

時
差
説
費
書
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
文
事
博
士
高
田
保
馬

蹄
腹
過
剰
問
題
の
意
義
・
-
-
-
-
-
-
-
-
器
皐
博
士
小
島
昌
太
郎

臨

聞

論

剛

沿
岸
漁
業
者
問
題
仰

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
M
2
2ナ
ヒ
蛇
川
虎
一
二

掘

削

拘

九

町
一
均
一
新
潟
立
政
府
貸
上
金
に
軌
い

τ
・
・
-
綬
湾
事
士
松
岡
孝
児
副

総
轄
経
済
さ
個
別
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
問
中
士
大
塚
一
朗

幕
末
の
財
政
素
乱
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
経
涛
月
中
士
大
山
敷
太
郎

は
げ
戸
川
統
一
貸
借
封
照
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
押
さ
ま

Z
熊

本

吉

朗

観

苑

局
替
相
場
饗
動
の
原
因
に
つ
い
て
・
・
・
法
撃
士
正
井
敬
失

企
業
珠
算
制
度
の
米
国
何
時
現
状
・
・
-
経
済
事
士
山
本
安
究
郎

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
枚
入
論
・
・
・
・
-
経
済
問
十
士
大
谷
政
敬

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
底
観
・
，
.
空
間
接
土
堀
新
一

附

鋒

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題



京豆

話尋
，晶.，，--
長時

叢
第

三

十

五

容

第

三

競

(
圏
嘩
縄
問
百
七
抽
)

昭
和
七
年
九
月
後
行

品
酬

叢

満

洲

閤

税

制

及

其

批

判

へ
特
に
奉
天
省
を
J

F

v

巾

b
と
し
で紳

戸

正

ま住

緒

雪

在
は
新
し
き
満
洲
圃
の
税
制
を
興
味
を
以
て
槍
討
し
ゃ
う
と
考
へ
た
。
大
な
希
望
ぞ
以
て
親
し
〈
之
が
資
料
を

集
め
て
見
た
の
で
あ
る
が
、
買
は
業
期
待
を
裏
切
り
、
大
瞳
に
於
て
蕎
制
維
持
と
な
っ
た
と
さ
い
で
失
望
ぞ
禁
じ

得
な
か
っ
た
。
此
闘
に
て
は
税
制
に
つ
き
未

r新
し
き
色
の
は
な
く
、
関
税
は
暫
ら
く
蕎
民
国
制
度
を
襲
用
し
、

随
ふ
て
轍
入
税
ば
か
り
で
な
〈
、
轍
出
穂
を
る
有
ち
、
内
国
税
も
営
分
在
来
通
り
、
随
ふ
て
各
省
パ
炉
原
々
の
制
度

を
有
ち
、
業
が
や
が
て
闘
の
税
と
な
る
の
で
あ
り
、
地
方
税
た
る
腕
市
枝
川
か
各
慮
不
同
な
ば
か
り
で
な
く
、
園
税

満
洲
圃
税
制
及
其
批
剣

第
三
十
五
巻

二
九
九

第

貌



満
州
風
税
制
及
其
批
判

第
三
十
五
巻

O 
O 

第

苦虎

た
る
省
税
も
不
統
一
の
佳
に
で
曹
ら
く
は
過
戸
、
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
と
い
ふ
て
来
る
と
、
人
は
此
凶
に
封
し
税
制

か
ら
見
て
は
濁
立
幽
と
し
て
の
櫨
を
成
さ
宇
と
の
曙
侮
ぞ
い
だ
〈
か
も
知
ら
ぬ
が
、
建
国
草
々
の
際
で
も
あ
り
、

全
く
以
て
恕
す
べ
き
で
あ
る
。
我
が
圃
維
新
の
常
時
を
回
想
し
て
見
れ
ば
、
事
も
ま
(
に
つ
い
て
非
難
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
此
の
如
き
場
合
に
は
、
先
づ
奮
制
を
、
偲
令
、
不
統
一
'
と
い
ふ
械
は
あ
っ
て
も
、
出
来
る
だ
け
は
葉

奮
制
を
保
持
し
、
実
に
て
甚
し
さ
不
都
合
左
認
め
た
も
の
か
ら
漸
女
、
改
感
し
、
機
の
熟
す
る
を
待
っ
て
根
本
的

;l'~f 山、
号、3晶
l=lI. 

V 
;'-

<::) 

~é ， 

i品
川 A

Y読
し

"島地

，，' 
1，.1 
1コ

3
1
1
1
E
り

R
3
P
L
E
?
)〕

J
1
、4
「

/

、

〕

I
A
l
昨
"
に
ミ
「

J
t・Z
1
P
H

U
L

主
じ
日

f
t
じ

H
H
J
L
!
?
n
J
j
q
t
t
f
J
h
p
L拐
Uv
刊

し

か

b
M

〈
日
時
《
持

待
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
一
日
も
早
〈
来
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
は
あ
一
る
。
ぞ
し
て
在
建
と
し
て
は

此
税
制
の
改
革
に
劃
し
て
何
等
か
の
容
康
を
し
た
い
の
で
あ
り
其
を
許
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
ぎ
て
此
に
つ
い
て

は
、
在
は
か
ね
て
一
国
税
制
は
理
想
と
買
航
と
を
良
〈
考
へ
て
之
を
定
h
u
ベ
〈
又
は
故
hv
べ
き
も
の
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
必
宇
し
も
何
慮
の
税
制
を
も
一
率
に
理
屈
の
み
に
従
ふ
て
定
め
る
の
を
勘
な
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
併

し
又
、
さ
う
か
と
い
ふ
て
何
時
ま
で
も
過
去
か
ら
博
来
し
た
も
の
に
捉
は
れ
て
、
時
と
共
に
準
歩
改
善
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
居
て
は
な
ら
ぬ
と
信
子
る
。
私
は
か
か
る
見
地
か
ら
し
て
、
満
洲
の
新
し
き
税
制
を
考
ふ
る
の
に
は
車
な

る
理
論
上
の
も
の
で
は
な
〈
し
て
、
相
営
、
質
際
に
則
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
早
と
錯
し
、
少
し
く
実
現
扶

及
歴
史
を
調
べ
て
見
た
の
で
あ
る
。
主
(
慮
で
在
は
、
誌
に
荘
一
T
、

hytし
て
集
め
た
責
料
か
ら
抽
出
し
た
結
論
を

報
告
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
業
資
料
を
凡
べ
て
紹
介
す
る
の
は
、
多
〈
の
護
者
に
と
り
で
は
あ
ま
り

に
も
迷
惑
と
な
ら
う
か
左
考
へ
る
。
業
蕗
で
蕊
に
は
永
き
歴
史
的
記
越
を
省
略
し
且
つ
諸
省
の
八
?
を
一
々
列
記
す



る
の
を
も
止
め
に
し
て
、
専
ら
代
表
的
の
省
た
る
奉
天
の
、
最
延
肢
を
土
豪
と
し
て
、
業
税
制
の
組
立
て
や
考
察

し
、
且
つ
課
税
方
法
を
も
論
議
し
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。
実
に
よ
り
て
最
明
瞭
に
業
内
容
を
停
へ
且
つ
之
が
批
判
の

指
針
を
示
し
得
と
思
P
A
C

第
一
段

奉
天
省
税
制
の
機
構

一
其
事
質
|
|
奉
天
省
に
て
既
に
昨
年
の
事
盤
後
、
卒
先
し
て
税
制
の
改
正
が
行
は
れ
た
の
で
あ
り
、
或
意
味
に

於
て
暁
に
改
湛
の
第
一
歩
を
踏
み
出
じ
た
の
で
み
の
る
。
如
ら
此
際
、
若
干
の
税
は
康
止
せ
ら
れ
、
叉
若
干
の
も
の

は
膝
市
に
委
譲
せ
ら
れ
て
、
其
他
の
も
の
の
み
が
省
積
と
し
て
残
塁
れ
随
っ
て
此
が
来
る
べ
き
同
校
の
土
豪
と
な

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
川
此
際
、
麿
止
し
た
の
は
小
き
な
消
費
税
と
、
消
費
税
管
業
税
の
混
成
的
な
る
雑
税
と

に
止
ま
る
。
其
は
詳
し
く
い
ふ
と
山
高
税
、
間
木
植
枝
、
問
中
江
枝
、
同
豪
購
税
、
何
事
、
税
及
牌
照
二
成
軍
費
、

開
票
照
費
で
あ
る
。
そ
し
て
例
牒
市
に
委
譲
し
た
の
は

い
牧
盆
税
で
は
山
田
賦
.
向
勝
白
業
柱
、
間
営
柱
、
同
牙
組
柱
、
何
蕊
柄
牌
照
柱
(
此
絡
の
も
の
は
柄
煙
草
の
消

費
税
に
附
帯
し
た
も
の
と
し
て
贋
義
の
消
費
税
に
入
れ
る
こ
と
も
出
来
、
又
、
之
8

炉
二
の
替
業
見
許
に
伴
っ
た
税

と
し
て
交
通
韓
中
に
入
れ
て
も
良
い
が
、
蕊
に
は
一
の
替
業
税
と
し
て
置
く
)
で
あ
り
、

ろ
消
費
税
に
て
は
何
性
畜
枝
、
刷
費
償
、
問
費
税
の
三
で
あ
る
。
夏
ら
に

は
交
遇
税
に
在
て
は
山
舶
揖
(
英
一
部
は
使
用
耽
と
い
ふ
を
得
、
随
っ
て
虞
義
の
消
費
税
と
し
特
る
)
、
向
車
牌

満
洲
国
税
制
及
其
批
列

第
三
十
五
巻

O 

第

披



満
制
制
園
枕
制
及
其
批
州
内

第
三
十
五
巻

O 

第
三
務

四

摘
(
使
用
税
と
も
せ
ら
れ
、
随
っ
て
贋
義
の
消
費
税
と
ぎ
れ
得
る
)
で
あ
あ
。

か
く
て
残
さ
れ
た
の
は
向
即
ち
現
に
奉
天
省
税
た
る
も
の
は
、

川
牧
盆
税
と
し
て
は
川
畝
摘
提
成
、
倒
畝
雑
自
治
摘
、
例
保
甲
提
成
、
品
川
蹟
医
枕
、
問
漁
業
商
舶
保
護
費
、
例

措
賦
粧
照
提
で
あ
り
、

め
交
通
耽
ppr-

し
〔
は
川
課
税
、
間
印
花
税
、
間
報
効
金
、

同
消
費
税
に
て
は
何
積
産
柱
、
向
撫
順
出
井
煤
税
、
問
硝
鍍
晩
、
凶
円
満
洲
横
山
荊
出
廠
柱
、
開
火
柴
円
借
貰
費
、

間
半
於
酒
一
公
費
費
、
的
恭
一
杭
、
開
酒
税
、
間
一
柚
特
枝
、
問
漁
業
秤
用
、
町
魚
柱
、
間
一
盟
税
、
州
出
産
賃
税
、
同
出
産

細
糧
税
、
間
出
産
雑
糧
税
、
問
豆
枝
、
何
油
糧
柱
、
問
繭
耕
一
杭
、
川
五
成
肉
穂
、
問
機
械
洋
式
貨
物
枝
、
問
中
葉

統
税
、
間
綿
紗
統
税
、
仰
察
部
粉
統
柱
、
仰
水
泥
統
聴
で
あ
る
。

ω分
析
|
其
蕗
で
奉
天
省
に
最
近
ま
で
あ
っ
た
所
の
又
は
現
に
あ
る
所
の
諸
号
、
民
国
十
九
年
度
買
収
(
現

大
洋
の
元
に
て
金
額
を
示
す
)
を
土
憂
と
し
て
大
き
閥
係
の
上
か
ら
分
析
し
封
照
し
て
見
る
と
失
の
如
く
で
あ
る
。

州
各
一
枕
各
別
に
大
さ
の
順
に
て
列
記
し
て
見
る
(
百
高
一
元
以
上
の
も
の
の
み
を
奉
げ
る
)
と

h
w
奮
制
の
全
き
省
税
か
ら
見
れ
ば

金

額

ゆ

趨

積

m豆
税

刊
捲
茶
統
枕

五
O
、
四
一
二
、
四
八
八
、
'11
一0
0
・0

ニ
=
一
、
二
八
八
、
八
四
四
「
|
』
四
六
・
二

四、
O
八
O
、八七回、

問、
O
五
一
、
一
二
五
、



内

田

賦

山
刷
出
産
税
(
醐
叫
が
騨
)

山

間

印

花

税

川

性

主

田

稔

品

開

契

税

仰

酒

税

川

比

百

業

税

ろ
新
制
下
の
ち
の
に
て
は

ι

T

M

相

山

瞳

枕

仰

豆

積

A
W
捲
族
統
積

山

間

出

産

税

引

開

印

花

枝

山

門

契

我

m
い

酒

税

=
一
、
二
五
二
、
二
五
二
、

二
、
二
九
六
、
一
二
七
、

一
、
七

O
一
、
四
七
五
、

一
、
五
四
六
、
六
七
三
、

一
二
一
一
九
一
、
大
三
七
、

一
二
一
九
七
、

O
三
丸
、

て
一
九
回
、
四

O
九、

間
二
、

O
コ
一
一
、
況
四
一
三
1
1
・
0
0
刷。

ニ
=
一
、
二
八
八
1
A
四
回
、
l
l
l

五
五
・
凶

四、

O
八
O
、
入
七
回
、

問、

O
五
一
、
一
二
瓦
、

二
、
二
九
六
、
一
二
七
、

一
、
七

O
一
、
四
七
五
、

一
J
一
一
九
一
、
六
戸
一
七
、

一
、
二
九
七
、
o
=
一
九
、

mw委
譲
枝
、
鹿
止
柱
、
残
存
枕
の
別
で
凡
る
と

け

委

譲

し

た

る

も

白

七

、

=

王

七

、

三

二

、

l
l

ろ

駿

止

し

た

る

も

の

て

O
一
一
二
、
七
二
四
、
|
|

川

町

痩

存

し

た

る

も

の

四

二

、

O
三
二
、
五
四
三
、

l
i
入
=
一
・
四

合

計

五

O
、
四
一
二
、
四
八
八
、
|
|
一

0
0
・
o

mw牧
盆
説
、
交
通
税
、
消
費
税
の
別
に
て
は

浦
測
圃
税
制
及
其
批
剣

一
四
・
六

一一・

O
第
三
十
五
巻

O 

第

盟主

五



満
州
園
税
制
及
其
批
剣

(L、)
(3) (2) (1) 忍主
治交牧百

制
1ず
の
金
き
省
税

て
は

貫通盆

税稔枕

玉
、
五
回
=
一
、
五
一
七
、
1
1』

四
、
一
一
=
一
、
七
八
O
、
|
|

四
O
、
七
五
五
、
一
九
て

l
!

(ろ)
新
制
1ず
の
も
の

で
は

(3) Cl) (1) 
消 o，<oJ¥'i: 

費:m.金

枕 1苅稔

七
三
四
、
九
O
三、ーーー

コ一入、
O
九
四
、
五
二
八
、
l
l
l

第
三
十
五
巻

第=一蹴

占

/、

O 
凶

一了。八・二
八

0
・八

了
八

a

d

a

、

I
‘.
2
f
 

九
0
・六

日
批
判
1
1語
、
奉
天
省
税
制
の
大
綱
の
記
遁
か
ら
察
知
し
得
ら
る
る
も
の
を
要
約
す
る
よ
の
や
う
に
な
る
。

は
い
消
費
税

い
其
童
5
か
ら
見
て

山
諸
他
の
粧
に
比
岐
し
て
|
|
奮
制
下
に
で
も
新
制
下
に
で
も
、
消
費
税
が
割
合
に
重
き
を
成
し
、
其
が

殆
ん
ど
税
収
入
の
全
部
に
近
き
も
の
を
泉
ぐ
る
こ
と
(
蓄
、
入

0
・
0
、
新
、
九

0
・
六
)
、
而
か
も
実
が
奮
制
下
に

て
よ
り
も
、
新
制
下
に
於
て
‘

一
層
重
き
を
成
す
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
何
れ
も
租
税
の
理
想
に
反
す
る
こ
と
、

間
消
費
税
の
中
に
就
き
て
も
i
|』

同
盟
税
1

i
ー
と
い
ふ
代
表
的
悪
我
と
さ
れ
る
も
の
が
、
恰
か
も
其
最
重
な
る
牧
入
と
な
り
、
而
か
も
其

が
新
制
下
に
奮
制
下
よ
り
も
一
層
重
さ
を
増
し
た
る
こ
と
(
奮
、
四
六
・
二
、
新
、
玉
五
・
四
)
、



川
問
調
煙
草
砂
糖
積
1

i
消
費
税
と
し
て
の
各
国
に
最
普
通
に
還
ま
る
る
比
三
耽
が
此
蕗
日
て
重
き
を
成

さ
中
、
掴
煙
草
積
は
之
あ
れ
ど
も
割
合
に
轄
課
せ
ら
れ
、
砂
糖
税
に
至
り
で
は
内
国
消
費
税
を
快
い
て
居
る
こ
と
、

川
w豆
税
等
主
要
産
物
積
l

l，
か
存
寸
る
こ
と
な
ど
も
注
意
寸
べ
〈
、
此
等
の
事
費
は
結
局
、
租
税
の
会

平
に
も
合
せ
な
い
ば
か
ち
で
な
く
、
経
済
政
策
に
も
枇
舎
政
策
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
る
も
の

rと
い
ふ
こ
と
、

は
門
業
教
か
ら
見
て
|
|
此
蕗
の
消
費
税
は
其
敷
が
徐
り
に
多
き
に
過
ぎ
、
之
が
賦
課
徴
肢
の
煩
に
堪
へ
十
、

人
民
の
産
業
及
生
活
に
県
営
及
ぼ
す
こ
と
大
な
る
こ
と
、

小
川
一
枚
盆
枕

い
其
重
さ
1

l
奮
制
下
に
で
も
新
制
下
に
で
も
此
庭
に
て
は
牧
盆
粧
が
重
き
を
成
さ
や
、
新
制
下
に
て
は
其

が
一
層
甚
し
く
な
り
た
る
こ
と
(
奮
、

一
一
・

c、
新
、

了
八
)
、
新
制
が
地
租
替
業
税
を
地
方
に
委
譲
し
た
の
は

一
面
の
理
由
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
か
る
経
済
幼
稚
の
固
と
し
て
直
接
税
ぞ
求
か
れ
ば
地
租
管
業
税
の
如
き
も
の

に
於
て
見
出
す
外
な
さ
に
.
之
が
}
拠
棄
し
た
の
は
遺
憾
な
る
ご
と
、

ろ
其
敷
|
|
此
地
に
於
け
る
牧
盆
税
が
翠
じ
る
牧
入
の
少
き
割
合
に
、
税
の
教
は
却
っ
て
多
く
、
つ
ま
り
附

髄
的
の
小
粧
の
み
を
集
め
た
る
の
誹
を
見
れ
ま
る
こ
と
、

四
改
良
策
|
1
然
ら
ぱ
如
何
に
之
を
改
良
す
る
か
、
花
見
は
衣
の
如
〈
で
あ
る
。

仰
主
要
事
項

い
盟
校
ー
ー
の
如
き
は
租
税
の
理
想
よ
り
い
へ
ば
、
真
先
き
に
廃
止
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
け
れ

満
洲
国
税
制
及
其
挽
州

第
三
十
五
巻

=一
O
五

第
三
時
制

寸コ



満
州
岡
税
制
及
其
批
剣

第
一
一
一
十
五
巻

O 
~、

第
-
就

A 

E
も
、
恰
か
も
其
が
会
き
収
入
中
の
最
大
で
あ
る
の
で
、
財
政
牧
入
以
上
の
見
地
か
ム
一
之
を
維
持
し
な
く
て
は
な

ら
ぬ
必
要
が
あ
る
の
み
で
な
く
、
本
来
、
税
制
は
各
国
各
地
の
閣
情
に
従
ふ
べ
〈
、

一
概
に
理
想
の
み
を
迫
ふ
べ

き
も
の
で
な
い
と
い
ふ
上
か
ら
も
恕
し
得
る
の
で
あ
る
。
勿
論
か
か
る
反
理
想
的
の
も
の
は
帯
来
之
ぞ
康
止
す
る

こ
と
を
目
標
と
す
べ
き
で
あ
ち
、
即
ち
舟
末
、
よ
り
良
き
代
h
ノ
の
税
が
完
成
す
る
な
待
っ
て
、
漸
究
に
之
を
軽
械

し
、
誌
に
之
を
康
止
仁
蹄
せ
し
め
る
や
う
に
一
部
く
べ
き
で
J

の
る
。

ろ
諸
産
物
耽

h

も
式
島
火
焔
に
之
JV
整
理
す
み
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

は
酒
煙
草
砂
糖
税

l
ー
に
Y
併
し
掴
煙
草
の
税
は
現
に
あ
る
も
の
を
改
良
し
培
率
し
、
更
に
砂
糖
殺
は
関
税

の
上
に
も
今
一
つ
の
内
国
税
を
課
し
て
も
良
い
。
此
等
の
も
の
に
よ
ち
て
消
費
税
収
入
の
主
要
部
を
充
た
す
ゃ
う

に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

に
牧
盆
税
!
l
l

は
固
よ
り
直
接
牲
と
し
て
理
想
の
も
の
で
は
な
〈
、
出
来
れ
ば
所
得
税
、
財
産
税
(
相
頼
耽
)

な
ど
を
導
き
来
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ
ど
も
、
此
等
ば
り
し
ろ
今
直
ち
に
行
は
や
、
之
を
暫
ら
〈
見
合
せ
て
、

取
敢
へ
中
肱
盆
税
又
は
部
分
所
特
設
と
い
ふ
べ
き
も
の
を
完
成
し
、
即
ち
主
潟
め
に
は
嚢
き
に
委
譲
し
た
忍
地
租
、

管
業
税
佐
も
回
牧
し
、
外
に
家
屋
税
、
資
本
利
子
税
、
動
勢
肱
盆
税
な
ど
を
も
備
へ
て
、
源
泉
的
に
諸
の
所
得
を

課
す
る
や
う
に
す
る
の
が
一
屠
適
切
だ
と
信
十
る
。

同
満
犠
附
属
地
問
題

此
闘
に
は
租
税
制
度
に
関
聯
し
て
滞
錨
附
属
地
課
税
問
題
と
い
ふ
厄
介
な
癌
が
あ
る
。
之
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な



ら
ぬ
。
却
ち
満
洲
に
は
浦
錨
附
属
地
と
い
ふ
も
の
が
入
り
込
ん
で
居
り
、
此
が
同
国
の
課
税
構
の
外
に
立
つ
。
此

が
満
洲
闘
の
税
制
を
立
て
且
つ
行
ふ
上
に
支
障
と
も
な
る
。
之
が
臨
既
存
す
る
鴬
め
に
、
同
国
左
し
て
は
其
切
角
の

税
を
遁
脆
せ
ら
れ
る
の
機
舎
が
多
〈
な
る
。
之
を
何
う
す
る
か
。

川
満
錨
課
税
樺
描
棄
案
1

1
日
本
が
此
際
、
新
国
家
の
矯
め
に
、
附
麗
地
の
課
税
曜
を
抽
棄
し
又
は
委
譲
し
、

其
代
り
に
ぼ
此
所
に
於
け
る
行
政
上
の
諸
施
設
を
新
国
家
及
其
地
方
固
瞳
の
手
に
て
行
は
し
め
る
こ
と
と
す
る
が

一
番
理
想
的
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
が
此
新
国
家
を
後
援
し
て
成
立
せ
し
め
た
以
上
は
、
ま
一
位
の
寛
大
3
e
e
示
し

て
も
良
い
h
y
と
ら
思
ふ
。
け
れ
ど
も
、
其
課
税
樺
委
譲
の
方
は
哀
れ
で
良
し
と
し
て
も
、
附
訟
畑
地
に
於
け
本
諸
施

訓
臥
叫
、
新
制
ー
民
側
の
乏
し
λ
…
則
政
に
-L
は
平
炉
問
ら
一
t

山
、
結
局
、
附
服
地
又
改
日
ム
ム
側
L
し
し
て
は
課
税
構
だ
け
諜

り
て
、
諸
施
設
は
行
っ
て
貰
へ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
附
属
地
の
荒
廃
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
る
と
い
ふ
恐
が
あ

る
。
其
蕗
で

ろ
附
属
地
謀
程
樺
留
保
且
つ
業
施
設
義
務
も
亦
た
之
を
留
保
す
る
主
義
の
下
に

川
唯
だ
課
税
曜
の
貰
行
行
け
eT
新
国
家
側
に
委
任
す
る
こ
と
も
一
山
楽
で
あ
る
。
此
場
合
に
は
新
国
家
が
耳

に
よ
り
て
耽
め
た
る
肱
入
中
か
ら
、

一
定
額
を
日
本
側
に
交
附
せ
し
め
て
、
日
本
側
に
て
は
其
額
と
、
自
ら
の
出

椙
額
と
を
以
て
諸
施
設
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
併
し
此
場
合
に
附
属
地
に
あ
る
邦
人
は
恐
ら
く
は
従
来
の

満
錨
下
に
於
け
る
や
う
な
克
大
な
る
取
扱
を
受
け
十
し
て
新
幽
家
か
ら
最
し
く
取
立
て
ら
れ
て
苦
し
み
、
苦
情
百

出
す
る
こ
と
に
も
な
ら
う
。
又
、
業
日
本
側
に
交
付
せ
し
め
る
金
額
の
決
定
に
も
、
日
漏
双
方
に
争
が
起
る
で
あ

満
測
園
税
制
及
其
批
列

第
三
十
五
巻

O 
七

第
三
時
制

九



満
洲
国
税
制
及
其
挽
剣

第
三
十
五
巻

=一O
A

第

務

O 

ら
う
し
、
其
は
何
と
か
解
決
す
る
と
し
て
も
、
抑
も
日
本
側
の
一
従
来
持
っ
て
居
に
課
税
曜
の
賀
行
を
新
国
家
側
に

委
ね
る
こ
と
自
身
に
つ
い
て
、
日
本
側
と
し
て
は
忍
び
な
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
其
慮
で
、

同
課
税
擢
の
賀
行
も
日
本
側
に
持
槙
す
る
と
し
て
、
唯
ピ
業
の
賀
行
上
.
努
め
て
新
国
家
側
の
課
税
権
買

行
の
妨
と
な
ら
ゴ
る
や
う
、
徳
義
上
協
調
的
態
度
を
採
る
こ
正
に
す
る
こ
と
に
て
満
足
す
る
外
な
か
ら
う
。
此
れ

な
れ
ば
日
本
側
も
納
得
し
得
る
し
、
新
国
家
の
邪
魔
に
も
な
ら
や
し
て
桝
ま
う
。
其
に
つ
い

τも
向
ほ
下
の
や
う

な
注
意
が
入
る
。ω直

接
税
特
に
先
づ
満
洲
に
普
及
さ
る
べ
き
土
地
、
家
屋
、
経
業
柱
、
ぞ
れ
か
ら
不
動
産
取
引
又
は
登

録
税
の
如
き
も
の

l
ー
は
地
方
的
分
別
の
可
能
な
る
課
税
物
件
の
韓
だ
か
ら
、
此
等
の
も
の
に
あ
り
で
は
日
本
側

と
満
洲
園
側
と
必
や
し
も
同
一
様
の
税
制
を
採
ら
ぬ
と
て
も
、
左
ま
で
不
都
合
は
な
い
。
此
に
て
ほ
多
少
の
業
異

が
め
っ
て
も
宜
し
い
。
併
し
此
等
の
も
の
と
て
も
日
本
の
附
一
属
地
と
満
洲
闘
所
属
地
と
隣
接
せ
る
以
上
は
、
成
る

べ
く
制
度
を
近
づ
け
た
方
が
苦
情
が
少
き
を
得
る
。

州
事
税

l
iの
如
き
、
移
動
性
め
る
物
件
に
閲
す
る
税
は
必
宇
双
方
協
調
し
て
、
同
税
率
同
課
税
方
法

を
用
る
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

川
多
く
の
消
費
税
並
に
印
紙
税
ー
ー
だ
け
は
、
附
麗
地
課
税
樺
賓
行
留
保
の
例
外
と
し
て
認
め
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
此
種
の
税
を
附
属
地
と
満
洲
固
と
で
別
々
に
行
つ
て
は
翼
連
肢
を
多
か
ら
し
め
て
紛
争
が
絶
へ
な
い

や
う
に
な
る
。
此
は
何
れ
か
一
方
に
て
行
ふ
が
良
〈
、
そ
し
て
何
れ
か
一
方
と
せ
ば
、
其
は
、
よ
り
大
な
満
洲
国



に
て
之
を
行
ふ
と
す
る
の
が
事
物
の
性
質
上
営
然
で
あ
る
。
印
ち
之
に
つ
い
て
は
満
洲
園
を
し
て
統
一
的
に
行
は

し
め
、
附
属
地
に
も
業
課
税
樺
を
行
は
し
め
、
之
に
到
し
て
日
本
側
と
し
て
何
等
の
報
償
診
要
求
せ
ぬ
と
い
ふ
克

大
さ
を
一
不
す
も
一
案
だ
し
、
或
は
之
が
矯
め
に
、

一
定
標
準
(
例
之
、
不
満
足
な
が
ら
人
頭
割
)
に
従
ふ
て
一
定
安

付
金
を
日
本
側
に
交
付
せ
し
め
る
の
も
一
案
で
あ
る
a

叫
所
得
税
財
産
税
ー
ー
の
如
き
も
の
が
持
来
起
る
と
き
に
は
、
面
倒
に
な
る
u

之
を
双
方
、
別
々
に
行

ふ
と
す
れ
ば
、
住
蕗
主
義
と
財
源
主
義
と
の
一
配
合
に
よ
り
て
無
理
が
生
じ
得
る
。
此
も
矢
張
り
満
洲
闘
診
し
て
統

一
的
に
行
問
し
め
て
、

一
定
副
知
準
に
よ
ち
て
日
本
側
じ
劉
し
交
付
金
?
出
3
せ
め
よ
り
外
は
な
い
で
め
ら
う
。

錯
ニ
蹴

事
現
甜
圃
各
職
の
・
剛
容

上
記
に
よ
り
て
奉
天
省
税
制
の
組
立
の
大
綱
を
示
し
之
を
批
判
し
且
つ
改
良
案
を
も
塞
げ
た
が
、
悲
に
は
準
ん

で
之
が
各
税
に
つ
い
て
其
内
容
を
検
ぺ
て
見
ゃ
う

一
各
税
内
容
の
分
析

州
牧
盆
税

い
土
地
課
税

向
田
賦

!
l此
は
地
方
に
委
譲
さ
れ
た
も
の
に
麗
し
、
つ
ま
り
地
租

E
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
英
同
課

税
物
件
は
田
畝
で
あ
り
、
州
標
準
及
税
率
は
、
上
則
地
は
毎
畝
大
銀
元
一
角
五
分
四
厘
、
中
則
地
一
角
一
分
、
下

満
洲
困
税
制
及
芙
批
列

第
三
十
五
巻

O 
:fL 

第

務



浦
川
開
国
税
制
及
其
批
列

第
=
了
寸
五
巻

O 

第

就

則
地
六
分
六
厘
、
沙
域
地
三
分
三
厘
‘
不
n
T
等
則
地
一
角
一
分
と
し
、
山
川
義
務
者
は
地
主
、
仙
納
期
は
年
一
回
、

仙
川
徴
税
機
関
は
牒
政
府
で
あ
る
。

間
畝
摘
提
成
|
|
此
は
凹
賦
の
附
加
柱
で
あ
る
。
立
(
の
附
加
粧
が
却
っ
て
省
の
牧
入
と
な
る
の
で
あ
E
。

同
之
が
課
税
物
件
は
前
と
均
し
く
回
畝
、
制
標
準
及
税
率
は
畝
相
(
前
記
、
回
賦
の
眠
税
L
し
な
つ
に
も
の
)
の
一
割

で
あ
り
、
川
義
務
者
は
地
主
、
同
納
期
は
年
一
回
、
同
徴
税
機
関
は
軒
政
府
で
あ
る
。

間
畝
航
自
治
情
此
は
木
県
は
省
に
七
他
方
自
治
憾
の
鴻
め
の
輪
開
備
余
と
い
ふ
こ
L
」
で
恥
一
つ
わ
い
も
の
一
ν

じ

め
る
。
業
の
刷
物
件
は
、
付
回
畝
、
作
物
類
、
で
め
り
、
例
標
準
及
税
率
は
各
牒
に
よ
り
て
不
同
で
あ
ト
ノ
、
川
義

務
者
は
、
小
中
小
作
入
、
川
管
業
者
、
同
納
期
は
、
川
年
一
回
、
川
月
一
回
、
制
徴
税
機
関
は
牒
政
府
で
あ
る
。

川
阿
保
甲
提
成
ー
ー
は
一
元
来
、
地
方
に
、
保
甲
制
度
の
あ
っ
た
と
き
、
其
矯
め
の
附
加
税
と
い
ふ
意
味
で
取

っ
た
も
の
だ
。
併
し
保
甲
制
度
の
な
く
な
つ
に
今
日
に
も
向
残
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
が
同
物
件
は
回
畝
、
制

標
準
及
税
率
は
、
上
則
地
毎
畝
五
分
玉
屋
、
中
則
地
四
分
五
厘
、
下
則
地
三
分
、
誠
則
地
二
分
、
川
義
務
者
は
小

作
人
、
同
納
期
は
年
一
回
、
同
徴
税
機
関
は
懸
政
府
で
あ
る
。

向
清
賦
粧
照
費
|
|
此
は
地
券
面
よ
り
も
飴
計
の
土
地
に
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
一
刷
物
件
は
田
畝
、
例
標

準
及
税
率
は
、
毎
畝
現
詳
一
元
ニ
角
、
い
義
務
者
は
地
主
、
同
納
期
は
随
時
、
制
徴
税
機
関
は
牒
政
府
と
す
。

ろ
崎
営
業
課
税

‘

mw替
業
税
ー
ー
は
地
方
に
委
譲
さ
れ
に
も
の
で
あ
り

其
の
刷
物
件
は
管
業
で
あ
り
、
制
標
準
及
税
率
は



第
一
一
類
(
買
費
業
、
倉
庫
業
、
保
険
業
、
仲
買
業
、
代
理
業
、
運
遺
業
、
廠
屋
を
設
け
で
客
を
集
む
る
業
)

第
二
類
(
製
造
業
、
電
気
、
蒸
汽
又
は
水
道
供
給
業
、
信
託
誇
賀
及
信
託
業
、
作
業
又
は
勢
務
詩
質
業
、
運
迭
諸
費
業
〉
岨
百
業
収
入
白
百
分
て
五

第
三
類
(
賃
貸
業
、
出
版
業
、
印
刷
業
、
諸
国
具
業
、
紹
介
業
、
加
工
業
)

帥
官
業
収
入
の
百
分
三
・

曲
官
業
取
入
の
百
分
て

第
四
類
(
銀
行
業
、
金
銭
免
換
業
、
貸
金
業
)

資
本
金
公
務
金
総
額
百
分
ニ
・

第
五
類
(
凡
そ
前
四
類
陀
一
周
せ
ざ
る
各
種
帥
営
業
)

此
官
業
収
入
の
百
分
て
豆

第
六
類
(
凡
そ
高
官
修
替
業
に
し
で
取
締
性
質
を
合
引
唱
し
闘
貨
白
賛
展
を
妨
害
ナ
る
も
の
)

州
官
業
収
入
の
(
臨
時
申
請
せ
し
め
で
噌
加
ナ
る
も
の
)

で
あ
り
、
川
町
義
務
者
は
替
業
者
、
向
納
期
は
第
四
類
の
み
年
二
四
分
納
で
、
他
は
凡
ぺ
て
毎
月
一
固
と
し
、
制
徴

税
機
踊
は
委
譲
前
に
は
積
摘
局
で
あ
っ
た
。

川

w常
枕
ー
ー
は
僻
業
耽
JV
出
来
こ
か
ら
北
中
に
合
併
げ
ら
れ
る
や
う

ω
は
コ
に
も
の
げ
し
。
は
(
川
物
件
は
、

質
管
業
で
あ
り
、
制
標
準
及
税
率
は
、
大
営
年
二
百
四
十
元
、
小
営
年
百
四
十
元
。
別
に
五
年
毎
に
大
賞
帖
費
二

十
元
、
小
嘗
帖
費
十
元
を
納
め
し
め
る
。
同
義
務
者
は
勝
目
業
者
、
同
納
期
は
年
四
国
分
納
と
し
、
同
徴
税
機
闘
は

税
措
局
で
め
っ
七
。

向
牙
紀
積

|
l此
れ
色
卓
也
た
、
替
業
積
が
出
来
て
か
ら
は
其
中
に
入
っ
た
。
同
之
が
物
件
は
、
仲
買
替
業
、

制
標
準
及
税
率
は
、
牙
紀
帖
積
上
則
毎
張
二
十
四
元
、
中
則
毎
張
十
・
二
元
。
牙
底
帖
税
上
則
毎
張
八
十
一
克
、
中
則

毎
張
四
十
一
元
。
斗
帖
税
毎
張
二
十
四
元
。
秤
帖
積
毎
張
二
十
四
元
。
別
に
各
帖
費
と
し
て
帖
税
の
一
割
を
毎
年
一

回
納
め
る
。
伺
義
務
者
は
管
業
者
、
叫
納
期
毎
年
二
回
分
納
と
し
、
山
間
徴
税
機
関
は
税
措
局
で
あ
っ
た
。

判
英
酒
牌
照
積
1
i
i
此
も
地
方
に
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
其
の
同
物
件
は
、
実
酒
販
買
業
で
あ
り
、
制
標
準

満
洲
圃
枕
制
及
其
批
剣

第
三
十
五
巻

一一一
第

君主



満
洲
園
税
制
及
其
批
剣

第
二
一
+
五
巻

一
一
第

披

四

及
税
率
は
、
卸
責
年
百
元
、
甲
種
小
買
四
+
元
、
乙
種
小
貰
二
十
元
、
丙
種
小
貰
五
一
万
で
あ
る
。
川
義
務
者
は
替

業
者
で
あ
っ
て
、
同
納
期
は
年
二
四
分
納
と
し
、
同
徴
税
機
関
は
税
掃
局
で
あ
つ
に
。

は
横
匝
税
ー
ー
の
何
物
件
は
鎖
匝
で
あ
り
、
但
し
第
三
類
破
(
即
ち
石
盤
石
、
石
双
石
、
砂
岩
、
花
岡
石
、

飛
白
石
、
白
雲
町
石
、
士
壊
石
百
明
石
、
侃
双
石
、
動
士
、
耐
火
粘
土
等
V

の
実
は
無
税
と
し
、
食
盟
と
石
油
と
は
本

-K、
削
で
さ
え
Hd
〕

L
L
L
L
P
P
X
こ
与
H
U
L
P
f
o
h
z
t
p丸
主
程
式

予

昨

匹

μ怪
『
印
刷
問
。

l

刷、

:
v此
H
l
h
T
P
H

《
¥
代
、
和
品
叫

)
f市
i
d
7
4

同
採
臓
破
匝
税

イ
第
一
一
規
積
物
(
金
、
銀
、
銅
、
銭
、
銑
、
錯
、
ア
y

チ
モ
ュ
1
、
=
ツ
ケ
作
、
安
錯
、
漏
俺
餓
、
現
錯
、
ア
ル
ミ
E

ユ
1

ム
、
枇
誠
、
水
銀
、

ヨ
バ
ル
ト
、
白
金
、
イ
日
ヂ
ユ
ム
、
モ
リ
プ
デ
ン
、
格
魯
誤
鍛
積
、
ゥ
ラ
昌
ウ
ム
、
石
炭
、
金
剛
石
、
賓
石
類
)
一
年
一
鼠
に
つ
曹
三
角

何

白

金

砂

、

砂

金

、

砂

鯵

、

砂

鍛

白

河

底

に

あ

る

も

白

一

年

十

丈

に

ワ

奇

三

角

付
第
二
類
礎
物
(
水
品
、
石
綿
、
雲
母
、
金
剛
砂
、
右
膏
、
燐
酸
、
石
灰
、
賞
品
石
、
崎
時
間
盤
、
硫
黄
、
硫
化
銭
、
棚
砂
、
盤
石
、
大
理
石
、
泥

炭
、
攻
晴
、
土
渥
青
、
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
長
石
、
滑
石
、
黒
鉛
、
桂
藻
土
、
珪
藻
板
、
書
土
、
黒
白
土
、
染
料
石
類
、
野
石
、
海
抽
出
石
、
駒
土
)

一
年
一
畝
に
ワ
奇
一
明
五
分

耐
試
掘
横
巨
税
|
|
五
分

開
義
務
者
は
所
有
主
で
あ
り
、
凶
納
期
は
年
一
回
と
し
、
間
徴
税
機
闘
は
質
業
鹿
E
す。

に
漁
業
商
舶
保
護
聾
|
|
』
の
何
物
件
は
挽
戸
、
漁
船
、
挽
網
'
と
し
、
間
標
準
及
税
率
は
、
最
低
一
角
よ
り
最

高

四

十

五

元

に

至

る

、

何

一

徴

税

機

闘

は

漁

業

局

で

あ

不
同
と
す
。

間
義
務
者
は
漁
戸
で
、

仙
川
納
期
は
年
一
回
、

る。



小
川
交
通
税

い
契
枕
1

i
の
何
物
件
は
田
地
、
房
圏
、
園
欄
、
盛
岡
な
ど
の
責
買
典
契
と
し
、
問
標
準
及
税
率
は
刷
買
契
、

従
償
百
八
空
ハ
、
山
典
契
、
従
憤
百
分
四
と
す
。
同
義
務
者
は
同
買
主
、
向
承
典
人
卸
ち
質
権
者
と
す
。
同
納
期
は

勿
論
、
随
時
で
め
h
ノ
、
尚
徴
税
機
関
は
牒
政
府
で
あ
り
、
同
方
法
と
し
て
は
特
に
印
紙
貼
用
ぞ
行
ふ
て
ゐ
る
。

同
印
花
税
1

1
の
向
物
件
は
各
種
契
約
謹
書
及
帳
簿
類
で
、
間
標
準
及
税
率
は
、
一
部
は
階
級
率
、
犬
部
分

は
定
額
宰
と
す
。
明
義
務
者
は
作
成
者
、
ゆ
川
納
期
は
随
時
、
向
機
関
は
財
政
患
で
あ
る
。

は
報
効
金
1

1

の
酌
物
件
は
、
轍
出
柱
、
驚
令
一
晩
、
地
方
椛
等
ぞ
沼
町
除
さ
れ
ん
が
矯
め
に
政
府
ど
の
特
別
の

契
約
で
あ
り
、
山
義
務
者
ほ
勿
論
、
契
約
者
、
川
納
期
は
拘
定
期
、
川
河
機
閣
は
対
政
一
鵬
で
あ
る
。

に
船
相
此
は
地
方
委
譲
と
な
っ
た
も
の
の
一
で
、
其
の
川
物
件
は
、
鼎
舶
及
偶
積
の
糧
管
一
で
め
ち
、
開

標
準
及
税
率
は
、

ω河
防
舶
指
四
角
乃
至
ご
克
五
角
、
不
同
で
あ
り
、
削
糧
管
鼎
摘
は
、
糧
毎
百
斤
三
分
、
賃
毎

百
斤
二
八
?
と
し
、
明
義
務
者
は
、
同
舶
舶
所
有
主
、
川
舶
積
者
'
と
し
、
同
納
期
は
障
時
、
問
機
聞
は
荷
担
局
と
す
。

ほ
車
枠
摘
!
ー
も
地
方
に
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
、
山
物
件
は
車
、
間
標
準
及
積
率
は
、
四
歪
八
一
克
、
一
ニ
套
は

五
元
、
二
套
は
三
元
、
一
套
は
一
元
と
し
、
同
義
務
者
は
所
有
者
、
附
納
期
は
年
一
回
、
問
機
関
は
牒
政
府
左
す

る

問
消
費
税

い
瞳
積
1
1
1
問
物
件
は
盤
、
明
標
準
及
税
率
は
、
百
斤
に
つ
き
六
元
三
角
、
間
義
務
者
は
関
商
、
間
納
期
は

満
洲
園
税
制
及
其
批
列

第
三
十
五
巻

一一一一一
第

披

五



満
洲
国
税
制
及
其
批
剣

第
三
十
五
容

四

第

披

ー
ム
ノ、

随
時
、
問
機
関
は
瞳
蓮
使
暑
と
す
る
。

初
酒
税
|
|
向
物
件
は
焼
酒
、
紹
酒
、
一
万
酒
、
洋
酒
、
病
酒
等
、
問
標
準
税
率
は
従
債
育
分
十
一
、
同
義
務

者
は
之
が
買
主
、
間
納
期
は
随
時
と
し
、
但
、
省
内
産
の
は
毎
月
と
す
。
問
機
関
は
税
指
局
、
何
方
法
は
産
地
に

て
と
る
か
、
他
省
か
ら
轍
入
の
分
は
省
内
に
入
り
た
る
最
初
の
局
に
て
左
る
。

似
酒
特
税
|
|
別
物
件
は
各
種
瓶
酒
、
問
標
準
税
率
は
従
債
百
分
二
十
、
間
義
務
者
は
貫
主
、
四
納
期
は
随

時
、
山
川
機
聞
は
枇
梢
局
ワ
あ
お
り

に
時
枕
1

l
何
物
件
は
悲
業
、
茶
称
。
向
標
準
税
宰
は
従
債
百
分
十
一
、
問
義
務
者
は
買
主
、
同
納
期
は
随

時
向
機
関
は
税
指
局
で
め
る
。

ほ
捲
来
、
統
税
|
何
物
件
は
巻
煙
草
、
問
標
準
税
峯
は

一
等
級
品
(
五
寓
木
の
債
格
五
四

O
元
以
上
)

ニ
等
級
品
(
五
蔦
本
の
償
給
一
五

O
元
以
上
)

三
等
級
品
(
五
高
木
の
債
格
一
五

O
元
以
下
)

三八 O
九一五
元元元

同
義
務
者
は
製
造
者
又
は
轍
入
者
と
し
、
同
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
税
措
局
と
す
。

い
十
於
酒
公
貰
費
|
|
』
此
は
専
買
を
設
〈
る
代
り
に
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
、
間
物
件
は
蕗
酒
、
問
標
準
税
率

は
従
債
百
分
六
、
明
義
務
者
は
製
造
者
、
倒
納
期
は
毎
月
一
回
、
問
機
関
は
税
指
局
と
す
。

凡
日
綿
綿
統
柱
|
|
向
物
件
は
綿
林
及
綿
製
品
と
し
、
但
し
轍
入
穂
を
牧
め
た
る
も
の
に
は
課
し
な
い
。
同
標

準
及
税
率
は
、



川
門
綿
孫
甲
、
木
色
綿
線
二
十
=
一
番
手
以
下
。
も
の
毎
百
斤
二
一
万
七
角
五
分

乙
，
木
色
綿
続
二
十
三
番
手
以
上
白
も
の
毎
百
斤
三
元
七
角
五
分

丙

、

其

他

海

開

一

評

債

格

の

百

分

五

山
門
綿
布
|
|
原
料
と
し
て
二
十
一
一
一
帯
手
以
上
の
も
の
を
使
ひ
た
る
ヤ
古
平
に
よ
り
国
別
し
J
m
も
其
の
一
疋
の
重
さ
の
大
小
に
よ
り
て
も
差
等
L
、

重
さ
白
勝
っ
た
も
D

ほ
ど
高
傘
と
ナ
。
復
雑
な
る
規
定
で
あ
る
が
、
例
之
、
毎
四
十
鳴
を
一
疋
と
し
二
十
コ
一
帯
手
続
綿
布
毎
疋
、
重
量
六
ぷ

y
ド

四
分
立
一
以
下
の
も
の
に
て
一
角
三
分
三
恩
の
如
し
。

同
義
務
者
は
製
造
者
又
は
轍
入
者
、
崎
納
期
は
随
時
と
し
、
工
場
よ
り
搬
出
の
'
と
き
一
、
又
は
轍
入
し
た
最
初
の
局

に
て
と
る
。

問
機
関
は
税
措
局
で
あ
る
c

川
一
省
外
持
出
に
は
庚
視
を
行
ふ
。

-
み
リ
レ
忙
凡
札
i
l
l
-
い
勿
l
「
主
同
7
・品庁、川川

uh--1
注
h
J
t
、

ー'ン取引
v
b
h
u

米

レ

(

ル

岬

T
4
1
I
3日中山
ι

p

い
お
い
一
t
f
t
r
一生

i

者
又
は
轍
入
者
で
あ
り
、
同
納
期
は
随
時
と
し
、
工
場
よ
り
拠
出
の
と
き
、

4
4
ゆ
川
4

い
l
hに
mJl，7
p
d
-
】
ノ

e
h
'

P
小

U
H
ν
↑
1
1
l
h
M怖
い
u
'
1
J

〆、
r
J
d
f
u
w
v

，‘

;
可
、
力
事
第
ザ
土
川
正
弘

'

!

J

6

い
三
4
f
f
J
A
g
-
h
川

H
J
A
1

又
は
轍
人
品
は
税
関
員
又
は
最
初
の

局
に
て
課
す
る
。
問
機
関
は
税
指
局
と
し
、
州
内
地
製
品
を
外
国
へ
輸
出
し
た
と
き
は
、

税
の
竿
分
金
返
す
。
轍

入
品
に
は
之
を
行
は
や
。

い
川
水
泥
統
税
1
l
h問
物
件
は
セ
メ
ン
ト
、
向
標
準
税
率
は
、
毎
三
百
七
十
五
ポ
ン
ド
桶
に
つ
き
六
角
、
同
義

務
者
は
製
造
者
又
は
轍
入
者
、
同
納
期
は
随
時
と
し
、
工
場
か
ら
搬
出
の
と
き
、
又
は
轍
入
の
に
て
は
税
関
員
又

は
最
初
の
局
に
て
と
る
。
品
川
機
関
は
税
措
局
と
し
、
同
轍
出
に
は
戻
粧
が
あ
る
。

削
出
産
貨
税
l

l
何
物
件
は
皮
張
、
棉
花
、
羊
毛
等
一
切
の
土
産
品
、
間
標
準
税
率
は
従
債
百
分
了
玉
、
明

義
務
者
は
責
主
、
凶
納
期
は
随
時
(
出
産
地
に
て
)
左
し
、
問
機
聞
は
積
損
局
と
す
。

満
洲
幽
枕
制
必
其
批
列

第
宍
十
五
巻

五.

第

却虎

七



満
蜘
州
国
税
制
E
A
其
批
州
問

引
出
産
細
糧
税
|
|
川
物
件
は
大
米
、
小
豆
、
愛
豆
、
小
憂
等
、
細
糧
、
向
標
準
税
率
は
従
債
百
分
一
、
問

義
務
者
は
責
主
、
何
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
税
指
局
で
あ
る
。

創
出
産
雑
糧
税
l
l
a凶
物
件
は
‘
包
米
.
紅
旗
、
谷
子
、
小
米
等
一
切
雑
糧
、
問
標
準
税
率
は
従
慣
百
分

0
・

玉
、
開
義
務
者
は
貫
主
、
同
納
期
は
随
附
、
問
機
関
は
税
措
局
と
す
。

川
い
豆
税

l
l川
物
件
は
一
冗
一
旦
"
青
豆
町
黒
一
旦
"
官
民
一
旦
等
、
豆
類
、
引
標
準
税
事
は
従
償
百
分
ニ
・
玉
川
開
義

務
者
は
資
志
、
向
納
期
ほ
随
時
.
問
機
附
は
枕
防
局
ご
め
る
c

川
山
油
糧
税

i
l川
物
件
は
、
芝
跡
、
蘇
子
、
蘇
子
等
油
糧
、
開
標
準
耗
翠
は
従
債
百
分
二
・
玉
、
間
義
務
者

は
責
主
、
同
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
税
絹
局
と
す
。

よ
繭
紙
枕

l
l向
物
件
は
繭
紙
、
問
標
準
税
率
は
従
債
百
分
二
・
二
玉
、
間
義
務
者
は
貫
主
、
倒
納
期
は
随

時
、
問
機
関
は
税
損
局
と
す
る
。

七
五
成
肉
椙
|
問
物
件
は
肉
類
、
間
標
準
税
率
は
各
牒
に
て
不
問
、
間
義
務
者
は
責
主
、
山
間
納
期
は
随
時
、

明
機
関
は
脱
政
府
と
す
。

れ
機
製
洋
式
貨
物
税
i
l
-
-

山
物
件
は
毛
織
物
品
、
判
標
準
税
率
は
従
債
百
分
玉
、
間
義
務
者
は
責
主
、
凶
納

期
は
随
時
.
問
機
関
は
税
指
局
と
す
。

げ
碩
産
税
1

1
何
物
件
は
横
産
物
・
と
し
、
但
し
前
に
も
皐
示
し
た
第
三
類
棋
は
無
税
と
す
。
郎
、
標
準
税
率
ば

従
債
百
分
五
・
玉
と
し
、
同
義
務
者
は
破
産
者
で
あ
り
、
同
納
期
は
毎
月
一
回
、
問
機
関
は
税
指
局
と
す
。

第
三
十
五
巻

一占
ノ、

第

Z虞
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叫
撫
順
出
井
煤
枕

i
l
m物
件
は
撫
順
、
畑
市
営
産
の
石
山
弔
問
標
準
税
率
は
毎
噸
玉
鏡
、
問
義
務
者
は
滞
錯
、

仙
納
期
は
毎
三
月
に
一
回
と
し
.
問
機
関
は
財
政
曜
と
す
。

日
山
硝
鎖
積

i
l向
物
件
は
硝
織
類
、
明
標
準
税
率
は
従
債
百
分
二
、
同
義
務
者
は
製
造
者
並
に
買
主
と
し
、

凶
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
硝
鋪
局
vr一す。

引
満
州
磯
山
荊
出
廠
税
i

川
物
件
は
各
種
爆
薬
、
間
標
準
税
率
は
従
債
百
分
一
・
玉
、
間
義
務
者
は
製
造

者
、
同
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
税
相
局
で
あ
る
。

ら
火
柴
会
責
費
l
|
!
此
は
一
等
貰
の
代
り
に
行
は
る
る
も
の
で
あ
り
、
川
物
件
は
燐
寸
、
間
標
準
鞍
牽
は
、
一

箱
品
川
鴻
L
L
説
会
L
L
T
H
H
二
凹
心
臼
や
一
節
と
し
、
金
二
包
mw
昨
ト
、
小
和
一

C
置
を
入
れ
わ
ι
も
の
b

大
安
全
仁
て

は
一
箱
一

0
0
箇
の
小
箱
が
入
る
)
に
つ
き
、
普
通
火
柴
は
二
元
、
安
全
火
柴
は
二
元
内
角
、
大
究
会
火
柴
は
三

一
万
と
す
。
同
義
務
者
は
一
公
責
慮
で
あ
り
、
向
納
期
は
毎
月
一
回
、
問
機
関
は
会
責
府
と
し
、
此
は
同
業
組
合
の
や

う
な
も
の
で
、
此
に
専
責
が
委
か
さ
れ
て
居
る
。

む
漁
業
秤
用
|
|
此
は
本
来
は
秤
の
使
用
料
で
あ
っ
た
の
が
、

A
ー
で
は
魚
殺
と
な
っ
て
居
る

o
m物
件
は
魚

類
、
間
標
準
税
率
は
従
債
百
分
七
、
同
義
務
者
は
責
主
及
買
主
各
年
と
し
、
四
納
期
は
随
時
、
問
機
闘
は
泊
業
局

で
あ
る
。う
魚
税
ー
ー
ー
刷
物
件
は
魚
類
、
間
標
準
税
率
は
従
債
百
分
一
・
玉
、

問
機
関
は
積
損
局
で
あ
る
。

同
義
務
者
は
責
主

向
納
期
は
随
時
.

満
洲
園
稔
制
及
其
批
剣

第
三
十
五
巻

第

披
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浦
測
園
税
制
及
英
批
州
内

ゐ
性
畜
税
ー
ー
ー
此
枕
と
後
の
ニ
の
色
の
と
は
地
方
に
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

mw物
件
は
牛
、
馬
、
牒
、

臨
、
猪
、
羊
、
向
標
準
税
率
は
同
牛
馬
牒
は
従
債
百
八
伊
六
、
川
崎
猪
羊
は
従
債
百
八
空
ニ
、
同
別
に
屠
宰
印
子
晩
、

毎
顕
一
角
と
す
。
向
義
務
者
は
同
刷
は
買
主
、
川
は
所
有
主
と
す
。
向
納
期
は
随
時
、
問
機
闘
は
税
揖
局
で
あ
っ

第
三
十
五
巻

三
一
八

第

披

O 

-】
O

J
t
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州
勢
憤
|
|
川
物
件
は
山
場
、
問
標
準
税
率
は
、
上
等
特
六
十
献
に
つ
き
十
五
元
、
中
著
八
十
畝
に
り
き

十
一
川
、
下
等
百
献
に
つ
示
五
一
川
。
間
一
義
務
宥
は
山
場
取
得
者

σあ
b
、
同
納
期
は
随
時
、
問
機
関
は
脱
政
府
止
す
。

仲
前
月
枇
|
|
何
物
件
は
鷺
種
、
間
標
準
税
率
は
毎
把
八
角
、
間
義
務
者
は
山
場
取
得
者
で
あ
り
、
同
納
期
は

毎
年
一
回
、
問
機
関
は
牒
政
府
正
す
。

川
い
諸
康
枝
中
、

何
荏
税
は
人
盗
に
従
慎
百
分
五
・
玉
、
木
植
税
は
木
材
に
従
債
百
分
七
・
二
大
、
中
江
税
は
一
切
の
通
過
貨

物
に
従
債
百
分
六
、
蒙
瞳
税
は
蒙
瞳
に
毎
百
斤
五
元

ee、
税
措
局
か
ら
責
主
に
つ
き
で
随
時
に
課
し
た
も
の
で
あ

り
(
人
姿
、
木
材
、
豪
瞳
は
本
年
四
月
以
降
出
産
賃
税
の
物
件
と
な
り
、
従
債
百
八

7
7
五
を
課
す
る
や
う
に
な
っ

何
事
、
酒
及
牌
照
二
成
軍
費
は
、
事
、
酒
及
其
販
責
業
に
、
茶
摘
及
牌
照
粧
の
百
元
に
つ
き
二
一
冗
を
、
責
主
及

管
業
者
に
つ
い
て
、
税
措
局
か
ら
、
随
時
(
蕊
酒
)
、
叉
は
年
二
回
分
納
(
牌
照
税
)
に
で
課
し
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
其
批
判
及
改
良
策
|
l
前
記
各
穂
の
一
々
に
つ
き
で
批
判
す
る
は
煩
に
堪
へ
ぬ
。
今
其
の
重
な
る
も
の
に
つ
き
、



又
は
多
く
の
も
の
に
共
通
な
る
弱
拡
を
指
摘
す
る
と
き
は
下
の
如
〈
で
あ
る
。

は
い
地
積

l
lの
本
鯉
た
る

h
v
田
賦
の
取
り
方
炉
、
階
級
反
別
割
で
あ
ち
、
可
な
り
に
時
代
建
れ
の
ち
の
で
あ
る
。
加
何
に
其
粧
持
が
幼

稚
で
あ
る
と
は
い
へ
、
あ
ま
り
に
組
宋
な
取
り
方
で
め
り
、
此
は
各
地
片
の
差
等
を
る
っ
と
綿
密
に
し
て
、
従
慣

課
税
に
ま
で
準
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

、，，ノろ
土
地
課
税
の
重
さ
に
つ
い
て
も
、
英
中
に
つ
い
て
も
、
清
賦
鰹
照
費
は
特
別
の
場
合
の
み
に
誰
す
る
あ
の

だ
か
ら
別
と
し
、
畝
雑
自
治
摘
、
保
甲
提
成
も
小
作
人
に
課
ず
る
も
の
ド
.
か
ら
此
色
甜
ら
く
措

r
¥
凹
賦
と
畝
措

提
戚
の
ニ
釦
色
の
の
合
計
は
中
則
地
に
て
一
一
畝
に
つ
き
一
角
二
分
一
厘
だ
が
、

一
畝
は
日
本
の
五
畝
二
十
八
歩
に

営
る
か
ら
、
我
が
一
反
営
り
二
角
。
四
厘
と
な
る
。
然
る
に
日
本
内
地
に
て
は
昭
和
三
年
度
決
算
に
て
問
一
反
に

封
す
る
国
税
一
回
九
十
七
銭
六
豆
、
道
府
牒
積
二
固
四
銭
三
厘
、
市
町
村
段
一
国
十
四
銭
五
厘
、
計
五
固
十
六
銭

四
厘
。
畑
一
反
の
国
税
四
十
九
銭
九
厘
、
道
府
牒
積
七
十
二
銭
六
厘
、
市
町
村
積
三
十
四
銭
二
厘
、
計
一
国
五
十

(
尤
も
昭
和
六
年
に
地
慣
が
賃
貸
債
格
に
改
め
ら
れ
、
税
率
も
百
分
間
・
五
か
ら
百
八
竺
了
入
と

六
銭
七
厘
に
な
る

な
っ
た
か
ら
、
此
に
い
ふ
よ
り
は
瞳
い
負
措
と
は
な
っ
た
)
。
此
と
比
概
し
て
、
満
洲
の
地
耽
は
甚
し
〈
聴
い
。
ま

行
増
率
の
傍
地
は
あ
り
さ
う
に
思
は
れ
る
o

m管
業
税

1
l

い
麗
種
に
つ
い
で
は
、
前
に
営
枇
や
牙
和
枝
の
や
う
な
特
殊
勝
目
業
の
み
に
課
し
た
の
を
、

満
洲
園
税
制
及
其
批
剣

一
の
管
業
税
に
ま

第
三
十
五
巻
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満
洲
圃
税
制
及
某
批
剣

第
三
十
五
巻
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第

蹴

と
め
た
の
は
一
の
進
歩
と
し
て
良
い
が
、

ろ
課
税
標
準
を
、
相
麗
ら
子
、
外
形
標
準
に
の
み
取
る
の
は
如
何
の
も
の
か
。
之
に
純
盆
課
税
を
も
加
味
す

る
こ
と
に
進
め
る
の
が
望
ま
し
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
尤
も
A
寸
直
ち
に
之
が
質
行
b
n
子
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
ま

だ
六
っ
か
し
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
然
ら
ぱ
せ
め
て
は
、
外
形
標
準
を
一
一
俸
の
み
に
依
る
こ
と
と
せ
や
、
一
一
三
輔

併
用
に
ま
で
準
め
た
方
炉
、
不
必
・
卒
ぞ
緩
和
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

れ
い
将
軍
枕
|
|

作
業
め
ま
り
に
重
き
に
過
戸
、
、
る
こ
と
、
生
活
必
需
品
、
重
要
産
物
に
電
課
し
て
、
却
っ
て
奈
修
課
税
を
比
較

的
に
樫
課
し
て
居
る
の
棋
貼
は
、
慨
に
前
に
も
い
ふ
た
が
、
此
知
は
、
悲
に
施
中
げ
た
る
各
視
の
記
遁
か
ら
し
で
も
、

重
ね
て
痛
戚
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

口
り
課
耽
方
法
に
つ
い
て
は
、
大
館
、
従
慣
税
に
依
る
こ
と
が
多
い
。
実
は
前
記
の
税
種
の
多
い
の
と
相
待
っ

て
、
消
費
課
税
の
行
政
を
面
倒
な
ら
し
め
、
遁
肢
を
多
か
ら
し
め
、
不
公
平
を
も
結
果
せ
し
め
る
と
い
ふ
誹
を
克

れ
ぬ
。
斉
し
く
不
公
平
で
あ
っ
て
も
、
連
股
の
少
く
、
苦
情
面
倒
の
少
〈
て
掛
か
所
の
従
量
課
税
の
方
炉
、
選
h
u

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
る
る
。

は
向
ほ
、
重
な
る
消
費
税
に
は
専
貰
が
勤
め
ら
れ
る
。
此
闘
に
で
も
既
に
専
買
は
め
る
が
、
向
不
完
全
の
色

の
で
あ
る
。
も
っ
と
謹
ん
だ
専
買
を
工
夫
し
て
は
何
う
か
と
考
へ
ら
れ
る
。



結

論

以
上
要
之
、
満
洲
幽
税
制
は
奉
天
省
税
制
か
ら
し
て
大
観
す
る
所
に
て
は
、
現
在
、
過
多
税
に
苦
し
み
、
消
費

税
特
に
生
活
必
要
口
山
積
に
偏
重
し
.
昨
接
税
宇
佐
軽
調
し
、
春
修
課
税
を
忽
に
し
て
居
る
。
此
は
何
と
し
て
も
直
接

税
の
充
買
に
、
そ
し
て
取
敢
へ
や
各
種
政
金
枝
の
完
成
に
力
佐
用
ゆ
べ
き
で
あ
り
、
而
し
で
又
、
必
要
品
税
や
、

重
要
産
物
穂
役
軽
減
又
は
廃
止
し
、
其
の
あ
ま
り
に
数
多
き
税
を
も
出
来
る
だ
け
整
理
し
て
、
重
な
る
奪
修
課
税

Lr-
し
て
の
摘
、
煙
草
、
砂
概
課
税
を
整
備
し
重
謀
す
る
や
う
に
導
く
べ
き
で
あ
る
。
課
税
技
術
と
し
て
は
、
牧
盆

枕
で
は
慌
償
融
現
JT
閉
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ

M
.
川
玲
枕
に
℃
山
却
っ
て
従
長
課
税
恥
~
庶
げ
北
方
が
ま
し
で
は
な

い
か
と
考
へ
ら
れ
石
。
若
夫
れ
滞
盟
附
属
地
課
税
問
題
に
至
り
で
は
、
在
は
此
に
つ
き
日
本
側
の
協
調
的
態
度
を

最
望
ま
し
と
す
る
と
瑚
告
せ
ん
と
す
る
色
の
で
あ
る
。

満
洲
園
税
制
及
其
批
列

第
三
十
五
巻
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